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令和６年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立 姫島幼稚園 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価 
 

年度目標：安全・安心な教育の推進 

〇本年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は安全な生活の仕方に関する保育ができているか」の

項目について、「そう思う」と回答する保護者の割合を、全学年で 85％以上を維持する。 

〇本年度の本園アンケート調査で、「一人一人の個性を認め、自分らしく意欲をもって園生活を楽

しむ活動が実践されていると思われますか」の項目について、「そう思う」と回答する保護者の

割合を、全学年で 85％以上を維持する。 

〇達成状況の評価に関しては妥当である。 

・園の安全計画に基づき避難訓練は年９回以上実施した。指導内容や安全に関する内容について

もホームページを用いて発信することができ、保護者啓発や安全意識の向上につながった。 

・年間を通して学期に１回以上子どもの実態や支援方法について共通理解を図り、全教職員で子

どもを見ていくようにしたことで、様々な教職員との関わりも増え、子どもの安心につながっ

た。研修も区の部会に参加したことで療育施設との連携や情報交換、支援方法の手立てにつな

がった。 

 

年度目標：未来を切り拓くための学力・体力の向上 

〇本年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は遊びを中心に実体験を大切にした教育活動に取り組

んでいると思われますか」の項目について、「そう思う」と回答する保護者の割合を、全学年で

85％以上を維持する。 

〇本年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は幼児期のおわりまでに育ってほしい 10 の姿を大切

にした教育活動に取り組んでいると思われますか」の項目について、「そう思う」と回答する保

護者の割合を、全学年で 85％以上を維持する。 

〇本年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は健康に関する指導に努めていると思われますか」の

項目について、「そう思う」と回答する保護者の割合を、全学年で 85％以上を維持する。 

〇達成状況の評価に関しては妥当である。 

・就学前教育カリキュラムに基づき、保育内容に合わせた環境の見直しを学期に 1 回以上、園内

研修会は年４回以上実施したことで、子どもの実態に応じた保育をすすめることができた。 

・年間を通してしおりや掲示物の中に 10 の姿を入れ、保護者にも 10 の育ちを考えてもらったこ

とで、より 10 の姿への関心や理解が深まってきたように思う。今年度は姫島小学校と合同研修

会を実施し、幼稚園の学びが小学校へつながっていることを互いに学ぶ機会となった。 

・年間計画に基づき年 10 回以上保健指導を実施した。今年度は妊婦の保護者に協力いただき、命

 本年度の総括についての評価は妥当である。 

 保護者アンケートにおいて各項目とも高評価であった。本年度の園運営の取組から園の実態や

環境を踏まえ、できることを丁寧に計画、実行し、教職員で連携を図りながら保育をすすめてき

たことが分かった。今後も小学校、地域との連携、協力を大切にしながら、次年度も教育活動の

充実に向けて取組を考えてほしい。 
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の話を聞いた。実際にお腹を触ることで命の大切さに気付く機会となった。今後も継続してい

きたい。 

年度目標：学びを支える教育環境の充実 

〇本年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は教職員の連携を深め、幼児の育ちを大切にした環境

を整えていると思われますか」の項目について、「そう思う」と回答する保護者の割合を、全学

年で 85％以上維持する。 

〇本年度の本園アンケート調査で、「お子さまは絵本やお話に興味をもつようになりましたか」の

項目について、「そう思う」と回答する保護者の割合を、全学年で 85％以上維持する。 

〇本年度の本園アンケート調査で、「幼稚園は園の教育内容や取組について保護者や地域、近隣の

学校などへ情報発信をしていると思われますか」の項目について、「そう思う」と回答する保護

者の割合を、全学年で 85％以上維持する。 

〇達成状況の評価に関しては妥当である。 

・細案を活用し園業務や幼児の実態について共通理解を図ることを月 1 回以上実施することがで

きた。効率的に園業務に努めることができ、働き方改革プラン時間外勤務時間を基準２（45 時

間を超える月を１年間６月まで）も全教職員達成することができた。 

・学期に 1 回以上絵本室の環境を見直した。背表紙にイラストの印を付け、シリーズものにも関

心をもち、友達や保護者と一緒に絵本を見る機会も増えた。 

・年間を通してほぼ毎日ホームページを更新し、近隣施設にも年 4 回以上ポスターを掲示するこ

とができたことで、未就園児活動の参加や問い合わせにつながり教育活動の発信につながった。 

 問い合わせ数は増加したが、園児獲得には至らない。周知内容を考えていく必要がある。 

 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ホームページやポスター啓発など、様々な取組をされていることから、是非とも園児獲得につ

ながってほしいと願う。 

〇小学校との連携はとてもよいことである。距離も近く交流ももちやすいことから、継続して交

流を深めていけばよいと思う。 

○園運営に関して丁寧な計画、実行がされていると感じる。このことからも保護者の評価につな

がっているように思う。 


